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１
９
８
５
年
に
歌
手
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し

ま
し
た
。
当
時
15
歳
の
私
は
ア
イ
ド
ル
と
し

て
の
自
覚
が
あ
ま
り
な
い
ま
ま
、
緊
張
の

日
々
を
た
だ
た
だ
必
死
で
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
自
分
の
歌
で
笑
顔
で
誰
か
の
元
気
に
な

り
た
い
！

誰
か
の
幸
せ
の
一
部
に
な
り
た

い
！

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
デ

ビ
ュ
ー
し
て
か
な
り
の
年
月
が
経
っ
て
か
ら

で
し
た
。

あ
る
日
コ
ン
サ
ー
ト
で
セ
シ
ル
を
歌
っ
て

い
る
と
、
泣
き
な
が
ら
聞
い
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
人
を
見
つ
け
て
し
ま
い
、
私
ま
で
も
ら

い
泣
き
し
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
何
と
か
最

後
ま
で
歌
い
き
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

泣
い
て
い
た
彼
女
の
こ
と
が
気
が
か
り
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
時
ふ
と
見

た
彼
女
は
別
人
の
よ
う
な
笑
顔
で
こ
ち
ら
に

手
を
振
っ
て
く
れ
て
い
た
ん
で
す
。

良
か
っ
た
と
安
堵
す
る
と
同
時
に
私
の
中

で
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
気
持
ち
が
生
ま
れ

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
誰

か
が
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
ん
で
す
。
辛
い
時
や
悲
し
い
時

こ
そ
寄
り
添
え
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
。

度
々
フ
ァ
ン
の
方
か
ら
い
た
だ
く
「
唯

ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
が
嬉

し
く
て
今
ま
で
歌
い
続
け
て
き
た
私
で
す
。

私
の
元
気
の
源
は
み
な
さ
ん
の
「
笑
顔
」。

私
は
そ
の
笑
顔
を
こ
れ
か
ら
も
守
り
続
け
ら

れ
た
ら
︙
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
２
月
に
成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖

寺
に
て
福
豆
を
撒
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
の
幸
せ
を
願
い
な
が
ら
︙
。

そ
れ
で
も
遠
く
の
方
へ
は
、
な
か
な
か
届

か
な
か
っ
た
の
で
「
も
し
、
食
べ
き
れ
な
い

ほ
ど
の
福
豆
を
お
持
ち
の
方
は
周
り
の
方
々

と
福
を
分
け
合
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で

す
！
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
本
当
に
福
豆
を

分
け
合
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
知
ら
な
い
人
た
ち

同
士
に
も
関
わ
ら
ず
︙
。

こ
の
ご
時
世
、
穏
や
か
で
あ
た
た
か
い
人

が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
！

小
さ

な
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
心
底
嬉
し

く
て
と
て
も
と
て
も
あ
た
た
か
く
幸
せ
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
小
さ
な
幸
せ
に
感
謝

す
る
こ
と
が
「
笑
顔
」
へ
の
近
道
な
の
か
も

し
れ
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
喜
び

が
あ
る
か
ら
明
日
も
「
笑
顔
」
で
い
ら
れ
る

ん
で
す
ね
。
あ
り
が
た
い
で
す
。

歌
手

浅

香  

唯

﹁
笑
顔
﹂
が
原
動
力

︵
詳
細
は
二
面
に
掲
載
︶

学
童
写
生
大
会

灌
仏
会
＝
四
月
六
日
撮
影
、
於
聖
蘭
堂
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四
月
二
十
八
日
～
五
月
六
日



令 和6年 4月 25日 発 行 名 古屋 成 田 山 （ 2 ）

仏
教
を
開
か
れ
た
釈
尊
︵
お
釈

迦
さ
ま
︶
の
ご
生
誕
を
祝
し
、
そ

の
ご
遺
徳
に
報
恩
感
謝
の
誠
を
捧

げ
る
「
灌
仏
会
」︵
花
ま
つ
り
︶

が
四
月
六
日
～
八
日
、
聖
蘭
堂
に

て
催
さ
れ
ま
し
た
。︻
写
真
一
面
︼

釈
尊
ご
生
誕
の
際
に
、
天
上
の

神
々
が
花
を
咲
き
ほ
こ
ら
せ
甘
露

の
雨
を
降
り
注
い
で
お
祝
い
し
た

と
の
仏
伝
に
倣な

ら

い
、
美
し
い
花
々

で
飾
ら
れ
た
花は

な
み
ど
う

御
堂
に
誕
生
仏
が

お
祀
り
さ
れ
ま
し
た
。

参
拝
者
は
誕
生
仏
に
甘
茶
を
灌そ

そ

ぎ
、
手
を
合
わ
せ
、
釈
尊
の
ご
生

誕
を
お
祝
い
さ
れ
、
参
拝
後
に
は

堂
庭
に
用
意
さ
れ
た
甘
茶
を
楽
し

ま
れ
ま
し
た
。

灌か
ん

仏ぶ
つ

会え

厳
修

慶
祝

釈
尊
ご
生
誕

◆
と

き

四
月
二
十
八
日
よ
り
五
月
六
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

作
品
提
出
締
切
は
六
日
午
後
五
時

◆
と

こ

ろ

当
山
境
内
及
び
成
田
山
貞
照
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
参
加
資
格

幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

◆
参

加

賞

作
品
提
出
時
に
参
加
賞
（
お
菓
子
）
を

　
　
　
　
　
　
　

差
し
上
げ
ま
す
。

◆
画　
　
　

材

指
定
画
用
紙
は
受
付
で
配
布
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

絵
の
具
、
ク
レ
パ
ス
、
画
板
、
筆
な
ど

　
　
　
　
　
　
　

は
ご
持
参
下
さ
い
。

◆
入
賞
者
発
表

当
山
Ｈ
Ｐ
「
犬
山
成
田
山
」
に
て
発
表
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
た
出
品
団
体
等
に
入
賞
者
の
名
簿
を

　
　
　
　
　
　
　

送
付
し
ま
す
。

◆
表

彰

式

六
月
九
日
（
日
）
午
前
十
時

学
童
写
生
大
会

第 69回

責
任
役
員
・
信
徒
総
代
ご
就
任

令
和
六
年
四
月
一
日
付
で
名
古
屋

鉄
道
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長

安
藤
隆
司
氏
が
責
任
役
員
に
ご
就

任
さ
れ
ま
し
た
︒

令
和
六
年
四
月
一
日
付
で
名
古
屋

鉄
道
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

髙
崎
裕
樹
氏
が
信
徒
総
代
に
ご
就

任
さ
れ
ま
し
た
︒

本
年
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
に
よ
り
、
石
川
県
内
及
び

隣
県
各
地
に
甚
大
な
被
害
が
及
び

ま
し
た
。
当
山
で
は
地
震
発
生

翌
々
日
よ
り
境
内
各
所
に
募
金
箱

を
設
置
し
、
参
詣
の
皆
様
か
ら
心

暖
ま
る
浄
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。

三
月
二
十
五
日
、
大
籔
法
教
部

長
が
石
川
県
社
会
協
議
会
を
訪
問

し
、
義
援
金
を
永
下
和
博
専
務
理

事
に
寄
託
し
ま
し
た
。【
写
真
】（
義

援
金
内
訳
は
左
記
）

募
金
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た

皆
様
に
篤
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

義
援
金
を
寄
託

能
登
半
島
地
震

被
災
地
支
援
募
金

聖
蘭
堂

成田山全国競書大会第 40 回

第
40
回
成
田
山
全
国
競
書
大
会
の
中
央
審
査
会
が

三
月
三
日
︑大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
に
て
開
催
さ
れ
︑

応
募
作
品
一
一
二
︑四
六
六
点
の
中
か
ら
特
別
賞
の

十
三
点
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
中
部
・
北
陸
地
区
か

ら
は
山
梨
学
院
高
校
一
年
小
田
切
陽
依
さ
ん
が
駐
日

中
国
大
使
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆駐日中国大使賞
山梨学院高校１年　小田切陽依

特別賞決定！

（
岐
阜
県
各
務
原
市
）

【義援金内訳】
境内募金

　4,675,525 円
成田山索の会より

　   300,000 円
当山より

　1,000,000 円
合計

　5,975,525 円
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三
月
十
四
日
、創
作
オ
ペ
ラ「
貞

奴
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
金
光
順
子

代
表
、
藤
田
敦
子
事
務
局
長
、
各

務
原
映
画
祭
実
行
委
員
会
の
大
野

達
也
代
表
が
犬
山
成
田
山
を
訪

れ
、
火
災
見
舞
金
11
万
９
３
４
３

円
を
小
豆
畑
主
監
に
手
渡
し
ま
し

た
。【
写
真
】

三
月
三
日
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
主
催
し
た
映
画
イ
ベ
ン
ト
で
、

焼
失
前
の
鐘
楼
堂
が
映
る
二
作
品

が
上
映
さ
れ
、
来
場
者
に
貞
照
寺

へ
の
寄
付
を
呼
び
掛
け
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
方
々
か
ら
寄
付
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

見
舞
金
は
境
内
整
備
の
た
め
に

使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
寄
付
頂

き
ま
し
た
方
々
に
篤
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

四
月
八
日
、
笙
奏
者
の
田
中
左

京
氏
が
諸
芸
上
達
祈
願
の
た
め
来

山
さ
れ
、
笙
の
奉
納
演
奏
を
さ
れ

ま
し
た
。
本
堂
に
美
し
い
音
色
が

響
き
渡
り
ま
し
た
。

四
月
六
～
八
日
の
三
日
間
、
仏

教
を
お
開
き
に
な
ら
れ
た
釈
尊
の

ご
生
誕
を
お
祝
い
す
る
灌
仏
会

︵
花
ま
つ
り
︶
が
厳
修
さ
れ
ま
し

た
。参

拝
者
は
花
御
堂
の
誕
生
仏
に

甘
茶
を
灌
い
で
お
参
り
さ
れ
、
釈

尊
の
ご
生
誕
を
祝
福
さ
れ
ま
し

た
。

貞
照
寺
だ
よ
り

灌か

ん

仏ぶ

つ

会え

厳
修

慶
祝

釈
尊
ご
生
誕

索
の
会
事
務
局
は
三
月
二
十
四

日
、
十
九
支
部
の
支
部
員
三
十
四

名
を
成
田
山
信
徒
会
館
三
階
に
召

集
し
、
第
五
十
四
回
成
田
山
索
の

会
支
部
合
同
役
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

始
め
に
会
員
物
故
者
に
黙
祷
を

捧
げ
た
後
、
来
賓
と
し
て
出
席
を

い
た
だ
い
た
成
田
山
の
小
豆
畑
主

監
よ
り
、ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
は
令
和
五
年
度
の

現
況
と
事
業
報
告
、
来
年
度
の
事

業
計
画
等
を
報
告
を
し
ま
し
た
。

閉
会
後
、
役
員
会
出
席
の
支
部

役
員
は
午
前
十
一
時
か
ら
の
特
別

大
護
摩
供
参
拝
を
し
、
当
会
員
皆

様
の
会
員
安
全
を
祈
願
い
た
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　

事
務
局
記

三
月
十
日
、
四
日
市
支
部
︵
支

部
長
＝
上
杉
勝
治
氏
︶
の
支
部
総

会
が
、
信
徒
会
館
一
階
の
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
員
六
十
名
が
参
集
し
、
先

ず
は
十
一
時
の
大
護
摩
供
に
参
拝

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
支
部
総
会

が
開
催
さ
れ
、
小
豆
畑
主
監
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
上
杉
支
部
長
の
挨

拶
後
、
議
題
に
う
つ
り
ま
し
た
。

   

昨
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
収

支
報
告
が
行
わ
れ
、
続
い
て
今
年

度
の
事
業
報
告
案
並
び
に
予
算
案

が
提
出
さ
れ
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
当
山
僧
侶
よ
り
法

話
を
頂
戴
し
総
会
は
閉
会
し
ま
し

た
。
閉
会
後
は
懇
親
会
が
行
わ
れ

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

上
林
記

支
部
合
同
役
員
会
開
催

成
田
山

索
の
会

第 52 回

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ
ＱＲコード

笙
奉
納
演
奏

田
中
左
京
氏

火
災
見
舞
金
が
贈
ら
れ
る

創
作
オ
ペ
ラ
「
貞
奴
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
よ
り

支
部
総
会

ー
四
日
市
支
部
ー

◆
退
任

会
長

山
本

亜
土
様

監
事

岩
切

道
郎
様

成
田
山
索な

わ

の
会

本
部
役
員
異
動

令
和
６
年
３
月
31
日
付

◆
就
任

会
長

安
藤

隆
司
様

副
会
長

髙
﨑

裕
樹
様

監
事

古
橋

幸
長
様

令
和
６
年
４
月
１
日
付

支
部
役
員
異
動

〈
岐
北
月
参
講
支
部
〉

(

退
任)

大
熊
美
智
信(

顧
問)
(

退
任)

武
藤

美
雪(

監
事)
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各
務
原
市

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

多
治
見
市

大

竹　
　

貴

久

岩
倉
市　
　

ソ
ノ
ケ
ミ
カ
ル

江
南
市　
　

佐

　々
　

啓

三

安
八
郡　
　

岡

田　
　

芳

弘

一
宮
市　
　

伴

野　
　

文

音

丹
羽
郡　
　

早

川　
　

加
代
子

関
市　
　
　

青

山　
　

真

実

名
古
屋
市

宮

澤　
　

保

雄

犬
山
市　
　

浦

本　
　

淳

子

一
宮
市　
　

早

﨑　
　

元

信

多
治
見
市

早

川　
　
　
　

勇

犬
山
市　
　

成
田
山
索
の
会

名
古
屋
市

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

四
日
市
市

成
田
山
索
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　

四
日
市
支
部

安
城
市　
　

㈲
都
築
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　

本
社

豊
田
市　
　

㈲
都
築
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田
営
業
所

安
城
市　
　

㈲
都
築
産
業　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

二
本
木
営
業
所

名
古
屋
市

㈱
西
脇
製
作
所

　
　
　
　
　
　
　
　

西
脇

誠
子

山
県
市　
　

宇

野　
　

公

章

名
古
屋
市

㈱
Ｉ
Ｂ
Ｈ
Ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　

市
野

貴
之

〃　
　
　

市
野
接
骨
院

　
　
　
　
　
　
　
　

市
野

貴
之

春
日
井
市

上

村　
　

太

郎

名
古
屋
市

小
笠
原　
　

尚

高

〃　
　
　

小
笠
原　
　

ま

み

豊
田
市　
　

長
谷
川　
　

玉

江

岐
阜
市　
　

川

岸　
　

和

彦

小
牧
市　
　

佐

橋　
　

家

隆

春
日
井
市

浜
島
工
業
㈱

名
古
屋
市

名
古
屋
成
田
講

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　
　
　
　
　

聖
道
支
部

四
月
か
ら
新
年
度
に
入
り
、
入

学
、
就
職
な
ど
で
新
し
い
環
境
で

生
活
を
始
め
た
方
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。

「
五
月
病
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
新
入
生
や
新
社
会
人
が

五
月
頃
に
気
力
が
低
下
し
た
り
、

何
と
な
く
体
調
が
悪
く
な
る
状
態

を
指
し
ま
す
。

大
型
連
休
に
は
、
好
き
な
事
に

没
頭
す
る
、
ど
こ
か
に
出
掛
け
る

な
ど
、
学
校
や
仕
事
を
忘
れ
て
、

心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ

う
。
車
で
お
出
掛
け
の
際
は
ど
う

か
交
通
安
全
に
ご
注
意
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
出
記

中
二
　
　
間
宮

祈
里

中
一
　
　
熊
﨑

歩
果

小
三
　
　
落
合

梨
乃

【
評
】
筆
運
び
が
自
然
で
、
全
体
的

に
ま
と
ま
り
よ
く
書
け
ま
し
た
。

【
評
】
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
字
形
で
、

す
っ
き
り
と
し
た
作
品
で
す
。

【
評
】
一
字
一
字
ゆ
っ
く
り
て
い
ね

い
に
書
け
て
い
ま
す
。
練
習
の
成
果

が
見
ら
れ
ま
す
。

紙
上
書
道
展

編
集
室
よ
り

三
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

三
月
の
登
山
講
社

三

月

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

三
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

５月の成田山行事
◆ご縁日　1 日、15 日、28 日
◆新生大仏入仏記念法要　５日
　　　午前 10 時　新生大仏前
◆ご詠歌講習会　15 日
　　午後 1 時　信徒会館 3 階
◆写経会　28 日　信徒会館 3 階
◆学童写生大会
　　　4月 28 日～ 5月 6日

行事は中止または内容が変更となる場合が
ございます。最新情報はホームページ、境
内掲示、お電話にてご確認お願い致します。

『
編
集
室
よ
り
』
は
紙
面
の
都
合

に
よ
り
休
載
い
た
し
ま
す
。

５月１日より交通安全自動車祈祷時間を
下記の通り変更いたします。

午前７時から午後５時 30 分まで
◆ 30 分間隔でご祈祷いたします。
◆ご祈祷受付は祈祷開始時刻の５分前までと
　させていただきます。

交通安全自動車祈祷
時間変更のお知らせ

密
厳
流
遍
照
講

ご
詠
歌
検
定

密
厳
流
遍
照
講
犬
山
成
田
山

支
部
の
坂
野
友
哉
さ
ん
が
此

度
「
少
教
導
」
に
補
命
さ
れ

ま
し
た
。

総受付の受付時間も午後５時30分までとさせていただきます。




